
6

差
。
厳
し
い
現
場
で
、
当
時
は
本

当
に
、
肉
体
的
に
き
つ
か
っ
た
。

配
電
の
電
柱
、
電
線
工
事
で
高
所

作
業
が
多
く
、
今
の
よ
う
な
作
業

用
車
両
も
な
く
、
危
険
と
隣
り
合

わ
せ
。
電
柱
を
立
て
る
の
に
穴
を

掘
っ
て
、
木
柱
を
担
い
で
行
き
、

昇
柱
器
を
着
用
し
て
上
が
っ
て
い

く
。
両
腕
が
し
び
れ
て
夜
に
目
が

覚
め
る
ほ
ど
大
変
で
し
た
ね
。

▽
現
在
も
現
場
に
？

▼
十
年
ほ
ど
現
場
の
仕
事
を

や
っ
て
か
ら
、
経
営
や
工
事
管
理

へ
。
図
面
引
き
、
見
積
も
り
、
設

計
な
ど
、
管
理
す
る
側
に
回
る
前

に
、
現
場
を
知
っ
て
お
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
の
こ
と
。

若
い
頃
は
社
員
も
少
な
く
、
日
中

は
肉
体
労
働
。
家
に
帰
る
と
、
預

金
を
取
り
崩
し
て
買
っ
た
製
図
台

で
図
面
を
引
い
て
い
ま
し
た
。
Ｃ

Ａ
Ｄ
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
設
計
）

の
導
入
時
も
、
自
腹
で
買
っ
て
勉

強
。
こ
う
し
た
知
識
は
、
全
部
、

独
学
で
身
に
つ
け
た
ん
で
す
。

▽
手
が
け
て
い
る
工
事
分
野
を

教
え
て
く
だ
さ
い

▼
電
気
設
備
工
事
で
は
、
一
般

家
庭
、
工
場
、
公
共
の
建
築
物
な

ど
さ
ま
ざ
ま
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
太
陽
光
、
風
力
発
電
と

い
っ
た
新
し
い
分
野
、
Ａ
Ｉ
（
人

▽
こ
の
仕
事
に
就
く
前
は
何

を
？▼

ま
ず
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に

な
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
。
父
親
の

姿
を
見
て
、
き
つ
い
仕
事
だ
と
感

じ
、
煤す
す

に
汚
れ
た
り
、
大
型
の
ト

ラ
ン
ス
を
上
げ
る
力
仕
事
な
ど
、

本
当
に
大
変
だ
と
。

近
代
的
な
ス
マ
ー
ト
な
仕
事
が

し
た
い
と
、親
元
を
離
れ
て
自
立
。

都
内
の
大
手
メ
ー
カ
ー
の
電
算
機

部
門
に
入
社
。
大
型
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
が
導
入
さ
れ
始
め
た
時
期

で
、
最
先
端
の
仕
事
を
覚
え
ら
れ

た
の
は
幸
運
で
し
た
。

▽
事
業
承
継
し
た
主
な
理
由
に

つ
い
て

▼
事
業
を
継
い
で
ほ
し
い
と
父

か
ら
言
わ
れ
た
こ
と
。
父
も
高
齢

だ
っ
た
の
で
、
親
孝
行
の
た
め
に

継
ぐ
決
意
を
し
て
戻
り
ま
し
た
。

▽
実
際
、
仕
事
は
ど
う
で
し
た

か
？▼

と
に
か
く
環
境
が
雲
泥
の

1950 年 3月 8日、内郷生まれ。
平工業高校電子科卒、3月にはサ
イバー大学卒業予定。46 年創業
の同社に75 年、帰郷して入社。
10年後、代表取締役社長に就任。
2020 年には県優良建設工事表彰
を受ける。
大学生として学ぶ傍ら、いわき経
済同友会、平ロータリークラブなど
でも活動。各種行事、イベントでは、
マジシャンの「ダンディー鈴木」と
してプロ級の腕前も披露。
いわき市内郷綴町河原田 165。
電話 0246―26―2442

県
の
電
気
設
備
工
事
部
門
で
表
彰
を
受
け
る
な
ど
、
確
か

な
技
術
で
知
ら
れ
る
、
鈴
木
電
機
吾
一
商
会
の
代
表
取
締
役

社
長
の
鈴
木
清
友
さ
ん
（
七
三
）。
七
十
歳
（
古
希
）
を
機

に
大
学
で
学
び
、
知
識
を
吸
収
。
最
先
端
技
術
に
も
挑
戦
し

て
、
風
力
発
電
、
太
陽
光
を
利
用
し
た
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
分

野
、
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
、
最
新
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
も
取
り
組
む
。

古
希
を
機
に
大
学
入
学

先
端
技
術
に
も
挑
戦
続
け
る

現
場
経
験
、今
に
生
き
る

人
生
百
年 

学
べ
ば
視
野
広
が
る

6

素顔よこ顔
鈴木　清友さん

鈴木電機吾一商会　代表取締役社長 

すずき・きよとも
プロフィ

ル
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後
援
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動
な
ど
に

も
か
か
わ
っ
て
、
学
校
で
は
学
べ

な
い
社
会
勉
強
を
さ
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。

▽
今
後
の
展
望
に
つ
い
て

▼
大
学
を
卒
業
し
た
ら
、
皆
さ

ん
を
呼
ん
で
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
き

た
い
と
準
備
中
。今
年
の
夏
に
は
、

コ
ロ
ナ
禍
前
に
毎
年
開
い
て
い

た
、「
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
ジ
ャ
ズ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
復
活
さ
せ

た
い
と
動
い
て
い
ま
す
。
卒
業
し

て
時
間
が
で
き
れ
ば
、
マ
ジ
シ
ャ

ン
の
「
ダ
ン
デ
ィ
ー
鈴
木
」
と
し

て
の
活
動
も
再
開
し
て
い
き
た
い

ね
。「
人
生
百
年
」。
人
生
の
全
て

は
〝
生
涯
学
習
〟
と
自
負
し
、
実

行
す
る
。学
べ
ば
視
野
が
広
が
る
。

皆
さ
ん
に
も
機
会
が
あ
れ
ば
、
い

ろ
い
ろ
学
ん
で
、
視
野
の
広
い
生

き
方
を
し
て
も
ら
い
た
い
で
す

ね
。

▼
な
ん
で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

い
く
、チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
が
重
要
。

何
か
に
対
し
て
、
新
し
い
こ
と
に

取
り
組
む
の
が
好
き
で
、
こ
れ
ま

で
に
も
ダ
イ
ビ
ン
グ
、
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
、
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
挑
戦
を
し
て
き
ま
し

た
。ま

た
、
い
ろ
い
ろ
な
組
織
で
社

会
勉
強
も
。
内
郷
Ｊ
Ｃ
（
青
年
会

議
所
）
時
代
、
日
本
Ｊ
Ｃ
の
研
修

を
受
け
た
こ
と
も
良
い
経
験
。
い

わ
き
経
済
同
友
会
や
、
政
治
家
の

新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す
る
の
が

好
き
で
、
ト
ラ
イ
ア
ン
ド
エ
ラ
ー

の
中
か
ら
学
び
続
け
る
姿
勢
。
柔

軟
な
発
想
で
、
貪
欲
に
知
識
を
吸

工
知
能
）
や
、
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
の

最
先
端
技
術
に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

売
り
上
げ
の
六
割
か
ら
七
割
が

公
共
工
事
関
連
。
県
営
住
宅
な
ど

の
、
新
築
電
気
設
備
工
事
。
テ
レ

ビ
共
聴
、
ア
ン
テ
ナ
設
置
、
配
線

工
事
か
ら
、
コ
ン
セ
ン
ト
の
取
り

付
け
ま
で
な
ん
で
も
や
り
ま
す
。

▽
多
忙
な
中
、
大
学
で
学
ん
で

い
る
と
か

▼
古
希
を
機
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン

だ
け
で
学
習
、
学
位
の
取
得
、
卒

業
ま
で
可
能
な「
サ
イ
バ
ー
大
学
」

に
入
学
。
順
調
に
単
位
を
取
得
中

で
、
こ
の
春
に
卒
業
予
定
で
す
。

特
に
、
一
般
教
養
科
目
で
、
高
校

で
は
学
べ
な
い
知
識
を
得
た
こ
と

が
大
き
か
っ
た
。
経
営
の
ノ
ウ
ハ

ウ
、
財
務
諸
表
の
見
方
、
人
づ
く

り
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
自
ら
の

行
動
指
針
な
ど
を
科
目
と
し
て
学

べ
た
こ
と
が
財
産
に
な
り
ま
し
た

ね
。▽

挑
戦
す
る
の
が
好
き
な
よ
う

で
す
ね

収
し
、
経
営
に
役
立
て
よ
う
と
す

る
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る
生

き
方
に
〝
脱
帽
〟。

古
希
を
過
ぎ
て
な
お
、
盛
ん
な

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
で
こ
れ
か
ら
も

奮
闘
を
。

（
和
）

ひ
と
言

請け負った照明設備工事機器などを定期点検し、アフター
フォローも欠かさない

サイバー大学で学んだ経験
を、市内の情報技術研究会で発
表、講演も


